
明
治
維
新
発
祥
の
地
と
な
っ
た
、
天て
ん

誅ち
ゅ
う

組
義
挙
の
舞
台
で

あ
る
五
條
代
官
所
長
屋
門
は
、
区
域
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
な
る

よ
う
に
民
俗
資
料
館
お
よ
び
集
会
所
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
史
跡
公
園
は
防
災
性
を
考
慮
し
て
出
入
り
口
な
ど
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
行
い
、
避
難
場
所
と
し
て
も
機
能
し
ま
す
。
町

家
そ
の
も
の
を
展
示
物
と
し
た
ま
ち
な
み
伝
承
館
、
ま
ち
や
館

は
新
町
の
集
会
機
能
だ
け
で
な
く
、
新
町
観
光
の
窓
口
と
し
て

多
く
の
観
光
客
を
迎
え
、
往
時
の
人
々
の
暮
ら
し
を
現
在
に
伝

え
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
々
や
市
民
団
体
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
り

恒
例
と
な
っ
た「
か
げ
ろ
う
座
」で
は
毎
年
５
万
人
近
く
の
観
光

客
が
新
町
周
辺
を
訪
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
局
の
取
材
も

多
く
、
町
屋
の「
通
り
庭
」を
テ
ー
マ
と
し
た
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
撮
影
を
は
じ
め
、
映
画「
花
影
」（
平
成
20
年
３
月
公
開
）

に
お
い
て「
日
本
の
原
風
景
」を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
撮
影
ロ
ケ
も

新
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
近
で
は
、「
歴
史
街
道
」の
テ
レ
ビ

撮
影
や
、
情
報
誌
等
に
新
町
地
区
の
街
並
み
を
紹
介
す
る
記
事

が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
内
外
よ
り
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
各
分
野
に
お
い
て
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績

に
よ
り
、
次
の
方
々
が
栄
え
あ
る
叙
勲
・
褒
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
方
々
に
は
、
こ
の
多
大
な
る
ご
功
績
を
た

た
え
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
な
お
一

層
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
氏
名
、
年
齢
、
功
績
（
経
歴
）、
住
所
】

○
春
の
叙
勲

 

◆
瑞
宝
単
光
章 

冨
本　

正　

様

	

78
歳

	

消
防
功
労
（
元
大
塔
村
消
防
団
副
団
長
）

	

大
塔
町
惣
谷

○
春
の
褒
章

 

◆
黄
綬
褒
章 

櫻
井　

晃
二　

様

	

73
歳

	

業
務
精
励
／
教
科
書
供
給　

	

（
現
奈
良
県
教
科
書
株
式
会
社
会
長
）

	

五
條
１
丁
目

 

◆
藍
綬
褒
章 

西
口　

重
雄　

様

	

66
歳

	

消
防
功
績
（
現
五
條
市
消
防
団
団
長
）

	

野
原
東
５
丁
目

○
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

 

◆
瑞
宝
双
光
章 

岩
倉　

義
調　

様

	

61
歳

	

消
防
功
労
（
元
五
條
市
消
防
監
）

	

三
在
町

 

◆
瑞
宝
単
光
章 

井
田　

一
博　

様

	

61
歳

	

防
衛
功
労
（
元
３
等
海
尉
）

	

西
吉
野
町
茄
子
原

叙
勲
・
褒
章
受
章

�


